
   北海道立農業試験場 

新規害虫アシグロハモグリバエから 
てんさいを守る方法（てんさいのアシグロハモグリバエ防除対策） 

道立中央農試 環境保全部 クリーン農業科 
住所: 北海道夕張郡長沼町東6線北15号 
電話番号: 0123-89-2290 
HP: http://www.agri.pref.hokkaido.jp/boujosho/index.html 
e-mail: seika@agri.pref.hokkaido.jp 

アシグロハモグリバエとは 
 

○国外から北海道に侵入した侵入害虫です。 
○しかも、多くの作物を加害し、主要な薬剤に抵抗性 を  
 発達させているため、防除の難しい害虫でもあります。 
 
 私たちは、アシグロハモグリバエの道内での発生の 
経過を明らかにし、てんさいを主体にアシグロハモグリ
バエの被害を防ぐための対策を示しました。 

    ○ 薬剤防除を開始するのに適した時期（7月中旬）、 
      重要な防除期間（7月中旬～8月上旬）を 明らかにしました。 

薬剤散布開始時期と8月上旬までの被害程度
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3回散布の散布時期と被害程度推移
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てんさいほ場と越冬しているビニールハウス内に 
おけるアシグロハモグリバエ対策の考え方 

低温保存期間(日数）と蛹の死亡率
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60日（5℃）～90日（0℃）で 
全ての蛹が死に絶えます。
冬はビニールハウスなどの
中で生き延びています。 

アシグロハモグリバエの発生拡大
（写真はてんさいの被害状況と成虫）
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密度急増・多発期

幼虫
成虫

①：重点防除時期(7月中旬～8月上旬）
②：効果的防除時期

12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月
低密度期

成虫

前年秋の蛹からの羽化成虫 2世代経過する中で徐々に増加

　　　　　　2世代で密度増加

ハウス開放、低温による
越冬阻止

低密度時からの効果的薬剤による防
除による密度低下

　　  重点防除時期

施設内におけるアシグロハモグリバエ対策の考え方

密度低下期 密度漸増期 密度急増・多発期 密度低下期

てんさいほ場におけるアシグロハモグリバエの薬剤防除時期

野外個体群死滅期 未発生期 侵入・密度増加期 密度低下期

ハウス
蒸し込み

育苗予定ハウスでは
葉菜類栽培を回避、
雑草を管理

①　② 　②

初
発

主要な薬剤のアシグロハモグリバエに対する防除効果 
                    成虫      幼虫 
ネライストキシン系：     
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有機リン系： 
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